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１．「民学産公」協働研究事業の概要・目的 

本研究は、昨年度実施した協働研究事業「魅力あふれる活力・にぎわいのまちの実現に寄与

しうるサスティナブルな新しいイベントの研究」の継続研究である。研究の目的としては、第

5 次三鷹市基本計画「魅力あふれる活力・にぎわいのまち」の実現に寄与しうる持続可能な新し

いイベントを考察するものである。三鷹の特色・魅力を活かし、市内の事業者、市民、来訪者

の共通の関心事となり、異なる価値観の人たちが興味をもてる「新たなイベント」を考案し、

それを開催することにより、わくわく感満載の非日常体験を参加者に満喫してもらうことによ

り、「みたか愛」が高まり、三鷹のお店での飲食・購買が増えると共に、三鷹への訪問者や転入

者の増加や、市民のまちづくりへの担い手が増えることにつながることを目的とする。 

 

イベント参加により、まちづくりへの担い手が増えるイメージ図 

 

２．申請、参加団体のプロフィール 

申請は打矢 聡（参加と協働推進枠）、参加団体は「三鷹の魅力を知る日実行員会」であり、

三鷹市が募集した市民参加でまちづくり協議会、通称「マチコエ」が終了後、観光・インバウ

ンドグループを中心に他のグループ員も参加し、結成したグループである。まちづくりに関し

て市民ができることを実践する活動を行っており、一昨年度は「三鷹市市民参加でまちづくり

補助金」を活用し、三鷹の魅力発信サロン、トークライブを実施した。 
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【メンバー員】 

リーダー：打矢 聡 

実行メンバー：石河 穂紀、井上 千佳子、今井 康博、小笠原 由香里、笠井 敦子、 

莊 あけみ、田邊 健史、富木 由美、並木 敏夫、原 英之、箕輪 清、 

吉村 まゆみ 

 

３．協働研究事業の期間 

2025 年 6月 15 日～2026 年 2月 13 日 

 

４．協働研究事業の背景 

三鷹は近隣に吉祥寺や立川といった大型商業地域があるため、市外から三鷹に来る理由が少

なく、また、観光面では三鷹の森ジブリ美術館は有名だが、それ以外については第 5 次三鷹市

基本計画で掲示されているように、三鷹市の魅力の PR が不十分の状況であり、「惜しい三鷹」

の状況と言える。 

一方、社会情勢や価値観は変わっているが、三鷹市内の主なイベントは「第 56回」「第 32回」

など、大半がほぼフォーマット化されている。そこで、三鷹の魅力を活かし、市内の事業者、

市民、来訪者の共通の関心事となり、異なる価値観の人たちが興味をもてる「新たなイベント」

を三鷹に作ることにより、まちのにぎわいを増やし、三鷹への訪問者や市民のまちづくりへの

協働者を増やすことを行いたい。 

 

５．協働研究事業の詳細 

前年度は①まちづくりの有識者からの学び直し、②先行事例調査、③イベントに関するアン

ケート実施、④イベントに関するワークショップの開催、からイベントについての調査、考察

を行い、イベントコンセプト及び新しいイベント提案を行った。しかしながら、新しいイベン

ト提案については検討が十分で無かったため、本年度はまず、イベントコンセプトに基づいて、

新しいイベントについてのイベント提案プレゼン大会を行った。このプレゼン大会で点数付け

を行い、上位得点の提案から実証実験のアイデアを絞り込み、２つのイベントを企画、開催し、

想定していた仮説を検証した。これらの実証実験から得られた結果から、最終的な結論付けを

行った。 

 

１）イベント提案プレゼン大会 

【日時】2025 年 7月 5日 

【場所】三鷹市民協働センター ミーティングルーム 

【オブザーバー】宇山 陽子様 

【参加者】石河、打矢、莊、富木、並木、原、提案のみが箕輪、吉村 
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プレゼン大会のルールを以下のように設定した。 

●テーマ「私の考えた新イベント」 

三鷹で実施する意義・オリジナリティ・コンセプトへの合致度・魅力などを伝えてくださ

い。 

●タイムスケジュール（1 人あたり 10分） 

・プレゼンテーション：3 分以内 

・質疑応答：5分 

・審査時間：1分 

・発表者の入れ替え：1分 

  ※タイマーにて時間管理を行います。プレゼン時間終了時にベルでお知らせします。 

●発表者について 

・発表順は事前に指定された順番に従ってください。 

・スライドは事前に運営へ提出、当日投影されます。 

・各規定時間の厳守にご協力ください。 

・観覧者からの質問には誠実に、簡潔にお答えください。 

●評価方法 

観覧ゲストおよびプレゼンター全員が各発表者を評価します。 

評価項目（各 5点満点）： 

ⅰ)続くのは、メリットと愛着。それを支えるしくみとヒト。 

ⅱ)来たくなる、と、来てもらう、の相互作用が必要。 

  ⅲ)三鷹の印象をナビゲートしていく新しい言葉、デザインが必要。 

  ⅳ)参加を契機に共感し、担い手となる仲間（マチ友）を作る。 

  ⅴ)ワクワク度。 

●注意事項 

・プレゼン時のパフォーマンスよりもイベントの内容で評価してください。 

・他の発表者の発表中は私語を慎んでください。 

・他人を傷つける内容や差別的表現は禁止です。 

●結果について 

・審査終了後、集計して結果を発表します。 

・実現可能性を含め、後日再評価を実施します。 
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以下に実施状況写真を示す。 

 

イベント提案プレゼン大会の様子写真 

 

全部で 13 の提案があり、それぞれ審査した結果を以下に示す。 

 

 

総合得点が 3 位までに入った４つのイベントの詳細を以下に示す。 

 

1 位 みたしるウォークラリー 

 

順
位

イベントタイトル ①しくみとヒト ②相互作用
③新しい言葉、

デザイン
④マチ友作り ⑤ワクワク感 総合点

1 みたしるウォークラリー 4.2 4.2 3.8 3.8 4.6 20.6
2 太陽系ウォーク飛行 3.2 3.8 4.4 3.6 4.4 19.4
3 ちょいスイーツ みたか 4.0 4.2 3.4 3.2 4.4 19.2
3 みたしる印 まち巡りツアー 3.8 3.8 3.4 4.4 3.8 19.2
5 星のアニソン ☆彡 スタァライト 2.6 3.8 4.0 4.2 4.2 18.8
6 三鷹野菜を使った創作料理品評会 3.4 3.8 3.4 3.6 4.0 18.2
7 星の詩コン・アニメ小説賞 3.3 4.0 4.0 2.8 3.7 17.8
8 三鷹桜巡りスタンプラリー 3.6 3.8 3.2 3.0 3.8 17.4
8 みたかクイズつくっちゃおう 3.2 2.8 4.4 3.6 3.4 17.4
10 三鷹野菜を使った出汁ing オールスパイス 3.0 3.4 3.8 2.8 4.2 17.2
11 ファッション 3.4 2.8 3.6 3.4 3.8 17.0
12 三鷹をつむぐ 3.0 2.4 3.6 4.0 3.0 16.0
13 みたかの茶の間 3.2 3.3 2.8 2.8 3.7 15.8
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2 位 太陽系ウォーク飛行 

 

3 位 ちょいスイーツ 

 

3 位 まち巡りツアー 
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以上４つの上位得点イベントを中心にイベント実証実験内容の検討を行った。 

実証実験の方針として、２つのイベント実証実験を実施することにした。１つは主催、も

う１つは他イベントとの共催とした。 

主催イベントとしてはウォークラリー、街巡りツアーとちょいスイーツを合わせ、おうち

カフェ（ご自宅で営業しているカフェ）でスイーツを受け取りながら、名所も巡る、ガイド

付き街歩きを提案した。 

一方、共催イベントは NPO 法人みたか市民協働ネットワーク主催の「第 23 回みたか まち

活フォーラム」の作戦会議で結成された「はじめの一歩チーム（打矢が常時参加、他、当会

メンバーが入れ替わりで参加）」において、三鷹を舞台にした短編映画上映＋監督トークセッ

ションを行うことが決まったため、その後に、監督同行のロケ地巡りツアーをまち活フォー

ラム主催側に提案し、了承された。 

イベントを実施するに当たり、イベントコンセプトからの落とし込みと期待する成果を以

下のようにまとめ、イベントの実行詳細計画に反映させた。 

 

 

２）イベント実証実験 

ⅰ）映画の余韻を楽しむ！ ロケ地巡りツアー 

【実施日】2025 年 11 月 30 日（日） 

【内容】NPO 法人みたか市民協働ネットワーク主催の「第 23 回みたか まち活フォーラム」に

おいて、三鷹を舞台にした短編映画 「太宰橋」（今尾監督作品）と「お付き合い契約

書」（片岸監督作品）上演及び、両監督のトークセッション（ここまでは三鷹市市民

協働センターの企画）、その後、監督同行で「お付き合い契約書」のロケ地を巡るツ

アー（当会が企画）を実施。 

【参加者】募集 10 名に対し、参加者 6名、映画ロケ地店主 1名、山田プロデューサー、片岸

監督、今尾監督、当会スタッフ 7 名、合計 17 名 
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募集人数を 10 名としたため、当会としては積極的に宣伝を行わず、「第 23 回みたか まち

活フォーラム」全体の宣伝に委ねた。参考として、まち活フォーラムのチラシの表紙と、当

イベントの紹介箇所を抜粋して掲載する。 

 

「第 23 回みたかまち活フォーラム」チラシ表紙と 3 頁のロケ地巡りツアー紹介の箇所 

 

また、当日のロケ地巡りのコースを以下に示す。 
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次にロケ地巡り実施時の状況写真を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲食店「モダンタイムズ」 食品販売「やさい村」 

雑貨販売「KOTORITACHI」 カフェ「319」 

中古音楽ソフト販売「パレード」 カフェ＆雑貨販売「HI FAMIGLIA」 
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次にロケ地巡り後に行った参加者へのアンケート結果を示す。尚、アンケートは参加者 6

名の内 5 名、更に映画ロケ地店主を含めた６名から回答を得た。 

 

 

性別は女性が 2/3、男性が 1/3 であった。また、年齢層は 60 代が半数、40代が 1/3、50 代

が 1/6 であった。 

 

参加者のお住まいは市外が 2/3 で、上連雀と野崎が一人ずつであった。市外の方が多かっ

た理由として、共催イベントの関係者からの紹介での参加が挙げられる。人的なつながりや、

知見を広げる意味で、良いヒントになった。 

 

 

 

友人、知人、家族からが半数を占め、チラシ・ポスター等、店舗撮影利用の御連絡から、ま

ち活塾からの案内が 1 名ずつであった。 
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５．映画上映の満足度 

 

 

６．監督トークセッションの満足度 

 

 

７．ロケ地巡りツアーの満足度 

 

参加者の満足度は 5段階（5点満点）で映画上映が 4.8、監督トークセッションが 4.7、ロ

ケ地巡りツアーが 4.7 という結果であった。映画を鑑賞し、監督のお話を聞き、実際にロケ

地を巡る一連のイベントはどれも参加者にとって満足度の高い内容であったと言える。 
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良かった点は普段行かないお店を知れたこと、監督と映画の話ができたこと、なじみのお

店を別の視点から見られたことなど。 

一方、改善点は大勢での移動が交通安全面で危険だったことや、お店の方とのお話や買い

物をしてみたかったことが挙げられた。 

 

 

 

６名全員が運営側として参加してみたいと回答。その後の当会への打ち合わせにお誘いし

たところ、３名の方が参加した。 

 

元々参加者が少なかったが、アンケートの母数が 6 名と少ないことから、スタッフ参加者

2 名からの振り返りも行った。 
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「監督さん方もリラックスされ、良い感じの距離感と存在感で、場のワクワクの熱量、温

度の調節がうまくいっていたと思います。」や「フィルムに撮影当時の街の姿が残っているこ

とに価値を感じた。なんでもない街並み、風景に意味づけをしていくことは面白かった。観

光資源や聖地は新しく作れると気づいた」など、非常に良い雰囲気で街巡りができ、かつ街

が映画により観光資源として価値のあるものになることを示唆している。 
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更に、事業者側の感想、ご意見として、映画「お付き合い契約書」の片岸佑太監督からコ

メントを頂いたので、内容を以下にまとめた。 

 

片岸監督から、観客との距離が近づき、映画について双方向のコミュニケーションが生ま

れたことや、観客との会話から自身の学びと気づきが多くあり、非常に有意義な時間となっ

たことなど、このイベントが事業者にとっても大きな貢献があったことが伺える。 

 

ⅱ）めぐってミタカのミリョク ～こんなところにおうちカフェ?！～ 

【実施日】2025 年 12 月 20 日（土）9:30～12:30 

【集合場所】みたかスペースあい 

【内容】最初に下連雀の歴史解説を行い、その後、3 グループに分かれ、ガイドが引率し、下

記 3 店舗で特製スイーツを受け取りながら、三鷹の名所（玉鹿石、中央通りのモニ

ュメント等）では、ガイドの語りにより、地域の魅力に触れる。集合場所へ戻った

後はグループでの語らいの時間も設定。 

【参加者数】募集２５名で最終参加者２２名 

【募集】SNS で複数の Facebook グループや旧マチコエ LINE メンバー等への案内を行うと共

に、次項のチラシを作成し、三鷹駅、三鷹市内のコミュニティセンター、図書館な

どに置かせて頂くと共に、まち活フォーラム参加者への配布、及び、当会メンバー

それぞれが関係する団体等に 500 枚配布した。 
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「めぐってミタカのミリョク ～こんなところにおうちカフェ?！～」のチラシ 

 

まち巡りについてはグループ毎にコースを変えたが、以下に A グループのコースを示す。 
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今回、スイーツ提供して頂いたおうちカフェは下連雀テラス、Salon de PAZ、Cafe 吉祥

寺通りである。それぞれのお店とご提供頂いたスイーツを以下に紹介する。 

 

●下連雀テラス 

  

下連雀テラスの外観、室内、スイーツの写真 

 

●Salon de PAZ 

  

Salon de PAZ の外観、室内、スイーツの写真 

 

●Cafe 吉祥寺通り 

    

Cafe 吉祥寺通りの外観、室内、スイーツの写真 
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三鷹の名所については、以下のような説明ガイド資料を作成し、説明を行った。但し、太

宰治文学サロンについては事前に団体見学の申請を行い、職員もしくはガイドボランティア

の方から短時間のご説明を行って頂いた。 

 

 

当日のイベント状況写真を以下に示す。 

 

 

下連雀の歴史解説 

下連雀テラス Salon de PAZ 
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Cafe 吉祥寺通り 三鷹駅近くの玉川上水 

北村西望アトリエ 赤とんぼ像、かぎかっこの街灯 

まち巡り後の語らい 参加者、運営者集合写真 
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次に参加者のアンケート結果を示す。22名の参加者中 21名からアンケートの回答を得た。 

 

 
 

参加者は女性が 3/4 と、テーマがスイーツであることから、想定した通り女性が多かった。

年齢層は 50 代が半数で、次に 60 代が 2割、40 代と 70 代が 14%ずつであった。 

 

 

地域としては下連雀からが約半数で、上連雀と市外が 14%ずつ、井口と牟礼が 10%ずつ、井

の頭が 5%の参加であった。 

 

 

どうやってイベントを知ったかについては「友人、知人、家族から」が半数以上、「チラシ、

ポスター等」と「別のイベントに参加して知った」が 14%ずつで、「ソーシャルメディア」が

10%弱、「映画イベントでチラシをもらった」が 5%という結果であった。 
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イベントの満足度は 5 点満点中 4.7 と高い結果であった。 
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良かった点は知らなかったお店、名所、歴史を知ることができたこと。改善点は時間管理

やカフェでゆっくりしたいなどが挙げられた。 
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運営側として参加してみたいと思う人が 11名で、その後当会の打ち合わせや新年会にお誘

いした結果、２名の方が参加した。 

 

次に名所について、参加者が面白かった場所、新鮮な驚きがあった場所について示す。 
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1～5位について、以下に写真や地図を示す。 

 

1 位：かぎかっこの街灯 

 

 

2 位：太宰治文学サロン 
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3 位：三鷹中央通りの銘板 

 

 

4 位：玉鹿石（太宰治ゆかりの地） 

 

 

5 位：玉川上水が三鷹駅に潜るところを覗く 
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順位の高い名所については知らなかったギャップが大きいほど、驚きが大きいことが考え

られる。また、名所としては色々なもの（例えば三鷹中央通りの銘板など）が観光資源とし

て使えることが認識できた。 

 

次にイベント実施の翌日に、おうちカフェのオーナー様にお集まり頂き、感想、イベント

が貢献したもの、改善点などを伺った。ご回答頂いた内容を以下に示す。 

 

お一人でお店を運営されているため、PRすることまで手が回らなく、このような企画によ

り、認知度が上がることや、どんなスイーツにするかを考えることでご自身のスキルアップ

になったなど、このイベントは事業者にとって大きく貢献したと考える。 

改善点としては継続的に続けるためのコンセプト設定をどうするかを考える必要がある。 
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６．考察 

イベントコンセプトからの落とし込みと期待する成果に対し、実施した結果、感想、良かっ

た点、改善点などを以下にまとめた。 

 

１）映画の余韻を楽しむ！ ロケ地巡りツアー 

 

 

２）めぐってミタカのミリョク ～こんなところにおうちカフェ?！～ 

 
 

以上の結果から、特出すべき点を以下に示す。 

1)極めて高い参加者満足度と「みたか愛」の醸成 

・映画ロケ地巡り、おうちカフェ巡りともに、満足度は 4.7（5 点満点）という極めて高い評
価を得た。 

・「かぎかっこの街灯（1位）」や「三鷹中央通りの銘板（３位）」など、日常の風景を観光資
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源として再定義したことで、参加者から「いつもの街が新鮮に見えた」、「いい街だと実感

した」という深い愛着を引き出すことに成功した。 

 

2)地域経済・事業者への具体的貢献 

・イベント終了後、既に参加者が協力店舗を再訪しており、単発のイベントに留まらない実

利的な宣伝効果が確認された。 

・映画制作者側からも「観客との双方向の交流」に大きな価値が見出され、自主的な継続開

催の検討が始まるなど、イベントが事業者にも大きな貢献をもたらしている。 

 

3)「マチ友（担い手候補）」作りの着実な一歩 

・単なる「客」としての参加に留まらず、参加者のうち５名が当実行委員会の定例会や懇親

会へ合流。イベントを契機とした「まちづくりの担い手候補」の獲得という目標に対し、

具体的な数値成果が得られた。 

・本報告書では触れていないが、今回イベントを実施するにあたり、「令和 7 年度三鷹市地域

にぎわいポイント付与事業」を利用し、当会会合参加でポイント付与を可能にすることで

勧誘しやすくなる仕組みを設けたことは、マチ友作りにプラスとなったことを書き留めて

おく。 

 

これらの結果から考察と今後の指針を示す。 

1)イベントコンセプトの有効性 

・イベントコンセプトを設定して、実証実験を実施し、参加者と事業者双方から好評を得た。
よって、イベントコンセプトは適切と考える。 

 

【イベントコンセプト】 

ⅰ）続くのは、メリットと愛着。それを支えるしくみとヒト。 

ⅱ）来たくなる、と、来てもらう、の相互作用が必要。 

ⅲ）三鷹の印象をナビゲートしていく新しい言葉、デザインが必要。 

ⅳ）参加を契機に共感し、担い手となる仲間（マチ友）を作る。 

ⅴ)ワクワク感 

 

2)「テーマ型街歩き」モデルの可能性 

・「スイーツ」や「映画」という明確なフック（動機）と、地域の歴史・名所解説などを組み合

わせることで、三鷹の魅力を届ける手法が有効であり、幅広い層に様々なエリアで実践でき

る可能性を見出した。 

 

3)持続可能な運用に向けた課題の明確化 

・魅力あるイベントを継続的に行うための新しいデザイン（しくみのモデル化など）と、マチ
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友作りについては更なる検討が必要と考える。 

 

７．今後の予定 

今後は以下の研究が必要と考える。 

 ・継続的にイベントを行う仕組みの研究。 

 ・運営の担い手となるマチ友を増やし、関わりが続く仕組みの研究。 

 

これを実行するための具体的な案を以下に示す。 

 ・運営と参加者が継続的に交流（イベント、懇親会など）し、マチ友が増えていく。 

 ・運営と参加者の間となるグループ（ファンダム）を設置して、関わり続けたい人の受け

皿とする。 

 ・地域で活動されている団体、企画とのコラボにより、新しいイベントを創生する。 

 ・定期的にイベント提案プレゼン大会を行い、新しいイベント構築を行う。 

 

これらを実行する上で、以下のような仕組み、手法を参考にしたい。 

 ・スナック部室（継続的なコミュニティの形成）。 

 ・AIDMA、AISAS の手法の活用（モデル化）。 

 

８．謝辞 
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東京農工大学の工藤先生、電気通信大学の水戸先生、東京都立産業技術大学院大学の細田先生、

NTT の原様、NPO 法人みたか市民協働ネットワークの四栁様、ロケ地巡りツアーでご協力頂いた

三鷹市市民協働センターのまち活フォーラム担当の皆様、研究事業の各種サポートを行って頂
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９．補足資料 

「めぐってミタカのミリョク～こんなところにおうちカフェ?！～」のイベントにおいて、当

日解説した下連雀の歴史説明資料を示す。 
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